
須磨里海の会 活動報告

2023-2024

2024年9月10日 

ひょうごブルーカーボン連絡会議

本発表の里海活動ならびに調査研究には以下の助成を受けています
①兵庫県ひょうごの水辺魅力再発見！支援事業等（2017～2023）
②（公財）兵庫県環境創造協会ひょうご環境保全創造活動助成（2018～2023）
③大阪湾広域臨海環境整備センター：大阪湾圏域の海域環境再生・創造に関する研究助成（2010～12）
④神戸市「食都神戸」実践モデル活動支援（2017）
⑤神戸市立須磨海浜水族園の調査・研究・社会教育活動ならびに里海活動助成（2010～2019）

須磨里海の会 吉田裕之
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2024年度藻場づくり計画
（海岸全体の環境を理解し多様な藻場づくりへ）

①事業計画の計画作成と準備

②藻場、基盤及び維持管理手法に係る情報収集とGIS整備準備

③藻場分布調査(アマモ・アオサ類・カジメ・ワカメ・アカモク・多年生ホンダワラ類）

④母藻移植（アカモク）・播種（アマモ）

⑤移植地モニタリング調査（アマモ）：３年目

⑥藻場管理活動（アマモ場）：２年目

⑦ブルーカーボン啓発イベントの実施

⑧Jブルークレジット発行に向けた藻場評価：２年目

対象エリ
ア
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1) 種子を用いる方法
①ヤシマット法
②アマモパック法（ガーゼ法）
③同（粘土法）⇒２年目のみ

2）栄養株を用いる方法
①粘土結着法⇒１年目のみ
②竹串法⇒１年目のみ

１年目：種子(播種)と栄養株を３地点全48㎡の区画で10月に移植
２年目：播種のみとし、４地点96㎡(計144㎡)を11月以降に追加
３年目：播種のみとし、４地点全57.5㎡(計201.5㎡)を11月以降に
追加し、試験を継続 ⇒ 2か月に一度モニタリング調査

アマモの移植野外試験

赤丸：アマモ移植試験区

試験場所 区名

Za区

Zb区 第２野外試験区

Zc区 産卵母貝育成区

スケジュール

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月以降

No.2付近 西遠浅海岸区の潮間帯下1ｍ未満の浅場

西遠浅海岸区の潮間帯下1ｍ以上の浅場

千森川東側水深2～3ｍ付近

底質

粗砂混じり細砂泥

細砂泥

粗砂泥

位置 説明
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2024年8月、移植試験区は例年に比べて大量に発生して
いるアオサに覆われた状況。

アオサの生育基質は、砂利のほか、ホトトギスガイがつ
くるマット状の群体であり、砂浜一面を覆っている。

アオサ群落は、植物食のアイゴなどの育成場となってお
り、今後アイゴによるその他の海藻への被害が懸念され
る。

アマモの移植野外試験



カジメ生育実態調査
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